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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  液晶表示装置の周辺駆動回路において、製造
工程の追加や変更などを行うことなしに、回路規模を小
さくする。
【解決手段】  信号線Ｓ１にはＰｃｈＴＦＴであるＳＷ
ｐａが、また信号線Ｓ２には、ＰｃｈＴＦＴであるＳＷ
ｐｂが接続されており、ＳＷｐａ，ＳＷｐｂのソース電
極は、共通の正極性のビデオバスＰ１に接続されてい
る。この時、Ｐｃｈのソース電極２２０におけるコンタ
クトホール２２１は、ＳＷｐａ，ＳＷｐｂで共通化する
ように構成した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  互いに交差する複数本の信号線及び複数
本の走査線、前記信号線と走査線の各交点近傍に配置さ
れたスイッチ素子、前記スイッチ素子に接続された画素
電極を含むアレイ基板、前記画素電極と対向する対向電
極を含む対向基板、前記アレイ基板と前記対向基板との
間に保持された液晶層を有する液晶表示パネルと、前記
信号線に映像信号を供給する信号線駆動回路と、前記走
査線に走査信号を供給する走査線駆動回路と、前記信号
線駆動回路と前記走査線駆動回路を駆動するための外部
駆動回路とを備えた液晶表示装置において、
前記信号線駆動回路は、
正極性の映像信号を伝送する正極性ビデオバス群と、負
極性の映像信号を伝送する負極性ビデオバス群と、各々
が接続配線を介して前記正極性ビデオバス群の一つに接
続される複数の正極性スイッチと、各々が接続配線を介
して前記負極性ビデオバス群の一つに接続される複数の
負極性スイッチと、隣接する前記正極性スイッチと前記
負極性スイッチとからなるスイッチペアが共通の前記信
号線に接続されるとともに、
前記正極性スイッチはＰ型薄膜トランジスタ、前記負極
性スイッチはＮ型薄膜トランジスタで構成され、
（２Ｎ－１）本目（Ｎ：自然数）の信号線に接続された
正極性スイッチと（２Ｎ）本目の信号線に接続された正
極性スイッチのソース電極は、共通のコンタクトホール
を介して前記正極性ビデオバス群の中の１本に接続され
ることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】  請求項１記載の液晶表示装置において、
（２Ｎ）本目の信号線に接続された負極性スイッチと
（２Ｎ＋１）本目の信号線に接続された負極性スイッチ
のソース電極は、共通のコンタクトホールを介して前記
負極性ビデオバス群の中に１本に接続されることを特徴
とする液晶表示装置。
【請求項３】  互いに交差する複数本の信号線及び複数
本の走査線、前記信号線と走査線の各交点近傍に配置さ
れたスイッチ素子、前記スイッチ素子に接続された画素
電極を含むアレイ基板、前記画素電極と対向する対向電
極を含む対向基板、前記アレイ基板と前記対向基板との
間に保持された液晶層を有する液晶表示パネルと、前記
信号線に映像信号を供給する信号線駆動回路と、前記走
査線に走査信号を供給する走査線駆動回路と、前記信号
線駆動回路と前記走査線駆動回路を駆動するための外部
駆動回路とを備えた液晶表示装置において、
前記信号線駆動回路は、
正極性の映像信号を伝送する正極性ビデオバス群と、負
極性の映像信号を伝送する負極性ビデオバス群と、各々
が接続配線を介して前記正極性ビデオバス群の一つに接
続される複数の正極性スイッチと、各々が接続配線を介
して前記負極性ビデオバス群の一つに接続される複数の
負極性スイッチと、隣接する前記正極性スイッチと前記
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負極性スイッチとからなるスイッチペアが共通の前記信
号線に接続されるとともに、
前記正極性スイッチはＰ型薄膜トランジスタ、前記負極
性スイッチはＮ型薄膜トランジスタで構成され、
（２Ｎ－１）本目（Ｎ：自然数）の信号線に接続された
負極性スイッチと（２Ｎ）本目の信号線に接続された負
極性スイッチのソース電極は、共通のコンタクトホール
を介して前記負極性ビデオバス群の中の１本に接続され
ることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】  請求項３記載の液晶表示装置において、
（２Ｎ）本目の信号線に接続された正極性スイッチと
（２Ｎ＋１）本目の信号線に接続された正極性スイッチ
のソース電極は、共通のコンタクトホールを介して前記
正極性ビデオバス群の中に１本に接続されることを特徴
とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、アクティブマト
リクス型の液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、液晶表示装置に代表される平面表
示装置は、薄型、軽量であることに加えて低消費電力で
あることから、各種機器の表示装置として用いられてい
る。中でも、マトリクス状に配置された表示画素毎に薄
膜トランジスタ（ＴＦＴ）からなる画素スイッチング素
子を設けたアクティブマトリクス型の液晶表示装置（以
下、ＴＦＴ－ＬＣＤ）は、画質が鮮明で、かつＣＲＴと
同等かそれ以上の高密度の表示性能を備えていることか
ら、高精細な表示画像が要求される分野で使用されてい
る。
【０００３】特に近年では、同一面積の透明絶縁基板上
での有効画面領域を広げるとともに、製造コストの低減
を図るために、駆動回路を内蔵した薄膜トランジスタ方
式の液晶表示装置が開発されている。これは、画素スイ
ッチング素子に走査線を介して走査信号を供給する走査
線駆動回路と、同じく画素スイッチング素子に信号線を
介して映像信号を供給する信号線駆動回路を、表示画素
が形成された透明絶縁基板上に一体に形成したものであ
る。その中でも、シフトレジスタなどで構成されるタイ
ミング制御回路によりサンプリングを制御し、信号線を
介して供給される映像信号を信号線容量に保持した後に
画素容量に書き込むサンプルホールド（Ｓ／Ｈ）型駆動
回路内蔵のＴＦＴ－ＬＣＤの開発が進められている。
【０００４】図１１は、一般的なＳ／Ｈ型駆動回路内蔵
のＴＦＴ－ＬＣＤの回路構成図である。このＴＦＴ－Ｌ
ＣＤ１００は、光透過型の液晶パネルとして構成された
表示部１１０と、走査線駆動回路１２０及び信号線駆動
回路１３０とを備えており、図示しない透明絶縁基板
（アレイ基板）上に一体に形成されている。
【０００５】表示部１１０には、複数本の信号線１１
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１、及びこれと交差する複数本の走査線１１２がマトリ
クス状に配置されており、両線の交点近傍には画素スイ
ッチング素子となる薄膜トランジスタ１１３が配設され
ている。この薄膜トランジスタ１１３のソース電極は信
号線１１１に接続され、ドレイン電極は画素電極１１４
に接続されている。画素電極１１４と対向電極１１５の
間には液晶層１１６が狭持され、液晶容量Ｃｌｃを形成
している。また、液晶層１１６と並列に補助容量部１１
７が接続され、補助容量Ｃｓを形成している。信号線１
１１を通じて書き込まれる映像信号は、所定期間、液晶
容量Ｃｌｃと補助容量Ｃｓにより保持される。対向電極
１１５は、図示しない対向電極駆動回路に接続され、所
定のコモン電位（Ｖｃｏｍ）が与えられている。
【０００６】走査線駆動回路１２０は、複数組のシフト
レジスタ（Ｓ／Ｒ）１２１及び走査線駆動バッファ１２
２により構成され、図示しない外部駆動回路から供給さ
れる垂直同期信号（ＩＮ２）及び垂直クロック信号（Ｃ
ＬＫ２）に基づいて、各走査線１１２に順次走査信号を
出力する。
【０００７】信号線駆動回路１３０は、複数のシフトレ
ジスタ（Ｓ／Ｒ）１３１、サンプリングスイッチ駆動バ
ッファ１３２、ビデオバス１３３及びサンプリングスイ
ッチ１３４により構成されている。各サンプリングスイ
ッチ１３４はそれぞれ信号線１１１に接続されており、
シフトレジスタ１３１は、前記外部駆動回路から供給さ
れる水平同期信号（ＩＮ１）及び水平クロック信号（Ｃ
ＬＫ１）に基づいて、サンプリングスイッチ駆動バッフ
ァ１３２及びサンプリングスイッチ制御線１３５を介し
てサンプリングスイッチ１３４を制御し、前記外部駆動
回路から供給される映像信号（Ｖｉｄｅｏ１、２・・・
Ｎ）を、所定のタイミングで信号線１１１にサンプリン
グする。
【０００８】符号１４０は、前記透明絶縁基板の表面エ
リアから表示部１１０を除いたエリア（走査線駆動回路
１２０や信号線駆動回路１３０などの配置されるエリ
ア）である額縁部を示している。
【０００９】上記のように構成されたＴＦＴ－ＬＣＤ１
００では、駆動回路（１２０、１３０）を表示部１１０
と同様の製造工程で作製することができ、また安価なガ
ラス基板等の透明絶縁基板上に一体形成できることか
ら、駆動回路をＴＡＢ方式で実装したＴＦＴ－ＬＣＤと
比較して、低コストで作製することが可能となる。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】ところで、図１１に示
すようなＴＦＴ－ＬＣＤ１００では、駆動回路（１２
０、１３０）を表示部１１０と同じ透明絶縁基板上に形
成するため、駆動回路をＴＡＢ方式で実装したものと比
べると、額縁部１４０の面積が大きくなる傾向にある。
一方、市場においては、同じ表示画面サイズであれば、
全体のサイズがよりコンパクトなものが求められてお
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り、額縁部１４０の面積を小さくするために、駆動回路
を構成する薄膜トランジスタの回路規模を小さくする必
要に迫られている。しかし、近年は液晶表示装置の大型
化が進み、透明絶縁基板も大型化しつつあり、また一枚
の透明絶縁基板から多くのパネルを作製することから、
透明絶縁基板の大型化が進んでいる。このような大型の
透明絶縁基板では、基板のシュリンク（伸び縮み）、透
明絶縁基板内での加工バラツキが大きくなるうえ、透明
絶縁基板の大型化に伴う露光機の位置合わせ精度が１μ
ｍ以上と大きくなることから、駆動回路を今以上に小さ
くすることは極めて困難と考えられている。
【００１１】この発明は、製造工程の追加や変更などを
行うことなしに、回路規模を小さくすることができる液
晶表示装置を提供することを目的とする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するた
め、請求項１の発明は、互いに交差する複数本の信号線
及び複数本の走査線、前記信号線と走査線の各交点近傍
に配置されたスイッチ素子、前記スイッチ素子に接続さ
れた画素電極を含むアレイ基板、前記画素電極と対向す
る対向電極を含む対向基板、前記アレイ基板と前記対向
基板との間に保持された液晶層を有する液晶表示パネル
と、前記信号線に映像信号を供給する信号線駆動回路
と、前記走査線に走査信号を供給する走査線駆動回路
と、前記信号線駆動回路と前記走査線駆動回路を駆動す
るための外部駆動回路とを備えた液晶表示装置におい
て、前記信号線駆動回路は、正極性の映像信号を伝送す
る正極性ビデオバス群と、負極性の映像信号を伝送する
負極性ビデオバス群と、各々が接続配線を介して前記正
極性ビデオバス群の一つに接続される複数の正極性スイ
ッチと、各々が接続配線を介して前記負極性ビデオバス
群の一つに接続される複数の負極性スイッチと、隣接す
る前記正極性スイッチと前記負極性スイッチとからなる
スイッチペアが共通の前記信号線に接続されるととも
に、前記正極性スイッチはＰ型薄膜トランジスタ、前記
負極性スイッチはＮ型薄膜トランジスタで構成され、
（２Ｎ－１）本目（Ｎ：自然数）の信号線に接続された
正極性スイッチと（２Ｎ）本目の信号線に接続された正
極性スイッチのソース電極は、共通のコンタクトホール
を介して前記正極性ビデオバス群の中の１本に接続され
ることを特徴とする。
【００１３】請求項２の発明は、前記請求項１の発明に
おいて、前記信号線駆動回路は、（２Ｎ）本目の信号線
に接続された負極性スイッチと（２Ｎ＋１）本目の信号
線に接続された負極性スイッチのソース電極は、共通の
コンタクトホールを介して前記負極性ビデオバス群の中
に１本に接続されることを特徴とする。
【００１４】請求項３の発明は、互いに交差する複数本
の信号線及び複数本の走査線、前記信号線と走査線の各
交点近傍に配置されたスイッチ素子、前記スイッチ素子
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に接続された画素電極を含むアレイ基板、前記画素電極
と対向する対向電極を含む対向基板、前記アレイ基板と
前記対向基板との間に保持された液晶層を有する液晶表
示パネルと、前記信号線に映像信号を供給する信号線駆
動回路と、前記走査線に走査信号を供給する走査線駆動
回路と、前記信号線駆動回路と前記走査線駆動回路を駆
動するための外部駆動回路とを備えた液晶表示装置にお
いて、前記信号線駆動回路は、正極性の映像信号を伝送
する正極性ビデオバス群と、負極性の映像信号を伝送す
る負極性ビデオバス群と、各々が接続配線を介して前記
正極性ビデオバス群の一つに接続される複数の正極性ス
イッチと、各々が接続配線を介して前記負極性ビデオバ
ス群の一つに接続される複数の負極性スイッチと、隣接
する前記正極性スイッチと前記負極性スイッチとからな
るスイッチペアが共通の前記信号線に接続されるととも
に、前記正極性スイッチはＰ型薄膜トランジスタ、前記
負極性スイッチはＮ型薄膜トランジスタで構成され、前
記信号線駆動回路は、（２Ｎ－１）本目（Ｎ：自然数）
の信号線に接続された負極性スイッチと（２Ｎ）本目の
信号線に接続された負極性スイッチのソース電極は、共
通のコンタクトホールを介して前記負極性ビデオバス群
の中の１本に接続されることを特徴とする。
【００１５】請求項４の発明は、前記請求項３の発明に
おいて、（２Ｎ）本目の信号線に接続された正極性スイ
ッチと（２Ｎ＋１）本目の信号線に接続された正極性ス
イッチのソース電極は、共通のコンタクトホールを介し
て前記正極性ビデオバス群の中に１本に接続されること
を特徴とする。
【００１６】上記請求項１乃至請求項４の発明において
は、Ｎ型薄膜トランジスタのソース領域）とＰ型薄膜ト
ランジスタのソース領域のコンタクトホールを個別に形
成した従来構造に比べて、より狭い画素ピッチでも並列
に配置することができる。このため、従来構造ではＰ型
薄膜トランジスタとＮ型薄膜トランジスタを交互に配置
しなければならないような場合でも、画素ピッチがＰ型
薄膜トランジスタとＮ型薄膜トランジスタとを並列に配
置可能な範囲であれば、前記従来構造に比べて回路規模
を小さくすることができる。
【００１７】
【発明の実施の形態】以下、この発明に係わる液晶表示
装置の実施形態について説明する。
【００１８】［実施形態１］図１は、実施形態１に係わ
るＴＦＴ－ＬＣＤの回路構成図であり、とくに信号線駆
動回路２３０の回路構成図である。ただし、この実施形
態では８相４分割駆動の液晶パネルを例に説明するた
め、図１１の信号線駆動回路１３０とは回路構成が異な
る。他の部分の構成は図１１と同じであり、同等部分に
は同一符号を付している。
【００１９】図１において、図示しない透明絶縁基板上
には、２４本の信号線Ｓ１～Ｓ２４を１ブロックとし
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て、並列に３２ブロックが配置されている（図１では１
ブロックのみを示す）。これら信号線は、同一基板上に
集積化された信号線駆動回路２３０により駆動される。
【００２０】信号線駆動回路２３０は、図示しない外部
駆動回路から供給される水平同期信号ＩＮ１、水平クロ
ック信号ＸＣＬＫ１及びＸＣＬＫ２により駆動されるク
ロックドインバータ型のシフトレジスタ１５０（図１で
は３２段のうちの一部を示す）と、正極性の映像信号が
供給されるビデオバスＰ１～Ｐ１２と、負極性の映像信
号が供給されるビデオバスＮ１～Ｎ１２と、シフトレジ
スタ１５０の出力により制御され、ビデオバスＰ１～Ｐ
１２，Ｎ１～Ｎ１２それぞれに供給される映像信号を信
号線Ｓ１～Ｓ２４に伝達するＰｃｈのサンプリングスイ
ッチＳＷｐａ，ＳＷｐｂ，ＳＷｐｃ，ＳＷｐｘｄ・・・
ＳＷｐｘ、ＮｃｈのサンプリングスイッチＳＷｎａ，Ｓ
Ｗｎｂ，ＳＷｎｃ，ＳＷｎｄ・・・ＳＷｎｘとから構成
されている。
【００２１】この実施形態の液晶パネルは、表示画面が
縦に４分割されている。そして、１分割のエリアには、
前述した２４本の信号線Ｓ１～Ｓ２４（１ブロック）が
並列に３２ブロック配置されている。
【００２２】シフトレジスタ１５０の出力は、信号切り
替え回路１６０を介して２４本の信号線Ｓ１～Ｓ２４に
対応したタイミング信号線ＴＳ１～ＴＳ４に分配され
る。このタイミング信号線ＴＳ１～ＴＳ４は、それぞれ
サンプリングスイッチＳＷｎａ～ＳＷｎｘ，ＳＷｐａ～
ＳＷｐｘを構成するＭＯＳトランジスタのゲート電極に
接続されている。
【００２３】信号切り替え回路１６０には、図示しない
外部駆動回路から極性反転信号Ｖｐｏｌが供給されてお
り、各信号線に出力される映像信号の極性は、極性反転
駆動のために１フレーム毎に切り替えられる。これによ
り、隣接する信号線には正極性の映像信号と負極性の映
像信号が１フレーム毎に交互に出力される。
【００２４】図２は、図１の信号線Ｓ１，Ｓ２，Ｓ２
３，Ｓ２４に接続されるサンプリングスイッチの拡大構
成図である。
【００２５】サンプリングスイッチＳＷｐａ，ＳＷｐｂ
は正極性のビデオバスＰ１に接続され、サンプリングス
イッチＳＷｐｗ，ＳＷｐｘは正極性のビデオバスＰ１２
に接続されている。これらのサンプリングスイッチは、
ＰｃｈＴＦＴからなるアナログスイッチである。またサ
ンプリングスイッチＳＷｎａ，ＳＷｎｂは負極性のビデ
オバスＮ１に接続され、サンプリングスイッチＳＷｎ
ｗ，ＳＷｎｘは負極性のビデオバスＮ１２に接続されて
いる。これらのサンプリングスイッチは、ＮｃｈＴＦＴ
からなるアナログスイッチである。
【００２６】信号線Ｓ１，Ｓ２・・・Ｓ２３，Ｓ２４に
は、Ｐｃｈ，Ｎｃｈそれぞれのアナログスイッチがペア
になって並列に配置され、それぞれのドレイン電極２１
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7
０が共通に接続されることにより、極性反転駆動を可能
としている。
【００２７】この実施形態ではＶライン反転駆動を行っ
ているとして説明すると、（２Ｎ－１）本目（Ｎ：自然
数）の信号線Ｓ１，Ｓ３・・・Ｓ２３が正極性の時、
（２Ｎ）本目の信号線Ｓ２，Ｓ４・・・Ｓ２４は負極性
であり、また信号線Ｓ１，Ｓ３・・・Ｓ２３が負極性の
時、信号線Ｓ２，Ｓ４・・・Ｓ２４は正極性となる。こ
の極性は１フレーム毎に反転し、フリッカのない映像を
提供している。
【００２８】このペアのアナログスイッチは、１ドット
ピッチ内の幅で構成されなければならない。信号線Ｓ１
にはＰｃｈＴＦＴであるＳＷｐａが、また信号線Ｓ２に
は、ＰｃｈＴＦＴであるＳＷｐｂが接続されており、Ｓ
Ｗｐａ，ＳＷｐｂのソース電極は、共通の正極性のビデ
オバスＰ１に接続されている。この時、Ｐｃｈのソース
電極２２０におけるコンタクトホール２２１は、ＳＷｐ
ａ，ＳＷｐｂで共通化されている。
【００２９】これによれば、前記ペアのアナログスイッ
チの幅を短縮化することができるため、例えば、約５５
μｍピッチのドットサイズまで額縁サイズを増大するこ
となしに、アナログスイッチを配置することが可能とな
る。
【００３０】図３は、各ビデオバスに供給される映像信
号の配列を示す説明図である。ビデオバスＰ１，Ｐ２・
・・Ｐ１２、Ｎ１，Ｎ２・・・Ｎ１２に供給される映像
信号は、極性反転信号Ｖｐｏｌにより１フレーム毎に極
性反転されている。Ｖライン反転駆動を行った場合、正
極性のビデオバスＰ１は、奇数フレームでは信号線Ｓ１
に映像信号を供給し、偶数フレームでは信号線Ｓ２に映
像信号を供給する。また、負極性のビデオバスＮ１は、
奇数フレームでは信号線Ｓ２に映像信号を供給し、偶数
フレームでは信号線Ｓ１に映像信号を供給する。ここ
で、奇数フレームと偶数フレームにおける信号線の対応
関係を入れ替えても、同様にＶライン反転駆動ができる
ことはいうまでもない。
【００３１】［実施形態２］この実施形態２では、実施
形態１のＴＦＴ－ＬＣＤ（図１）において、サンプリン
グスイッチのＰｃｈ，Ｎｃｈの配置を入れ替えた例につ
いて説明する。すなわち実施形態２では、サンプリング
スイッチを並列に配置し、かつＮｃｈのソース電極にお
けるコンタクトホールを共通化したＴＦＴ－ＬＣＤにつ
いて説明する。ただし、ＴＦＴ－ＬＣＤの回路構成につ
いては説明を省略する。
【００３２】図４は、実施形態２における信号線Ｓ１，
Ｓ２，Ｓ２３，Ｓ２４に接続されるサンプリングスイッ
チの拡大構成図であり、図２と同等部分には同一符号を
付している。
【００３３】サンプリングスイッチＳＷｐａ，ＳＷｐｂ
は正極性のビデオバスＰ１に接続され、サンプリングス
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イッチＳＷｐｗ，ＳＷｐｘは正極性のビデオバスＰ１２
に接続されている。これらのサンプリングスイッチは、
ＰｃｈＴＦＴからなるアナログスイッチである。また、
サンプリングスイッチＳＷｎａ，ＳＷｎｂは負極性のビ
デオバスＮ１に接続され、サンプリングスイッチＳＷｎ
ｗ，ＳＷｎｘは負極性のビデオバスＮ１２に接続されて
いる。これらのサンプリングスイッチは、ＮｃｈＴＦＴ
からなるアナログスイッチである。
【００３４】信号線Ｓ１，Ｓ２・・・Ｓ２３，Ｓ２４に
は、Ｐｃｈ，Ｎｃｈそれぞれのアナログスイッチがペア
になって並列に配置され、それぞれのドレイン電極３１
０が共通に接続されることにより、極性反転駆動を可能
としている。
【００３５】この実施形態ではＶライン反転駆動を行っ
ているとして説明すると、（２Ｎ－１）本目の信号線Ｓ
１，Ｓ３・・・Ｓ２３が正極性の時、（２Ｎ）本目の信
号線Ｓ２，Ｓ４・・・Ｓ２４は負極性であり、また信号
線Ｓ１，Ｓ３・・・Ｓ２３が負極性の時、信号線Ｓ２，
Ｓ４・・・Ｓ２４は正極性となる。この極性は１フレー
ム毎に反転し、フリッカのない映像を提供している。
【００３６】このペアのアナログスイッチは、１ドット
ピッチ内の幅で構成されなければならない。信号線Ｓ１
にはＮｃｈＴＦＴであるＳＷｎａが、また信号線Ｓ２に
は、ＮｃｈＴＦＴであるＳＷｎｂが接続されており、Ｓ
Ｗｎａ，ＳＷｎｂのソース電極は、共通の負極性のビデ
オバスＮ１に接続されている。この時、ソース電極３２
０におけるコンタクトホール３２１は、ＳＷｎａ，ＳＷ
ｎｂで共通化されている。
【００３７】これによれば、前記ペアのアナログスイッ
チの幅を短縮化することができるため、例えば、約５５
μｍピッチのドットサイズまで額縁サイズを増大するこ
となしに、アナログスイッチを配置することが可能とな
る。
【００３８】なお、ビデオバスＰ１，Ｐ２・・・Ｐ１
２、Ｎ１，Ｎ２・・・Ｎ１２に供給される映像信号につ
いては、実施形態１の図３と同じであるため説明を省略
する。
【００３９】［実施形態３］この実施形態３では、実施
形態１の構造によるサンプリングスイッチを並列に配置
し、かつＰｃｈ，Ｎｃｈのソース電極におけるコンタク
トホールを共通化したＴＦＴ－ＬＣＤについて説明す
る。
【００４０】図５は、実施形態３に係わるＴＦＴ－ＬＣ
Ｄの回路構成図であり、とくに信号線駆動回路３３０の
回路構成図である。この実施形態においても、８相４分
割駆動の液晶パネルを例に説明する。また、図１の信号
線駆動回路２３０とはサンプリングスイッチの配置や、
タイミング信号線及びビデオバスの接続が異なるが、他
の部分の構成は図１と同じであり、同等部分には同一符
号を付している。
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【００４１】図５において、図示しない透明絶縁基板上
には、２４本の信号線Ｓ１～Ｓ２４を１ブロックとし
て、並列に３２ブロックが配置されている（図５では１
ブロックのみを示す）。これら信号線は、同一基板上に
集積化された信号線駆動回路３３０により駆動される。
【００４２】信号線駆動回路３３０は、図示しない外部
駆動回路から供給される水平同期信号ＩＮ１、水平クロ
ック信号ＸＣＬＫ１及びＸＣＬＫ２により駆動されるク
ロックドインバータ型のシフトレジスタ１５０（図５で
は３２段のうちの一部を示す）と、正極性の映像信号が
供給されるビデオバスＰ１～Ｐ１３と、負極性の映像信
号が供給されるビデオバスＮ１～Ｎ１２と、シフトレジ
スタ１５０の出力により制御され、ビデオバスＰ１～Ｐ
１３，Ｎ１～Ｎ１２それぞれに供給される映像信号を信
号線Ｓ１～Ｓ２４に伝達するＰｃｈのサンプリングスイ
ッチＳＷｐａ，ＳＷｐｂ，ＳＷｐｃ，ＳＷｐｄ・・・Ｓ
Ｗｐｗ，ＳＷｐｘ、ＮｃｈのサンプリングスイッチＳＷ
ｎａ，ＳＷｎｂ，ＳＷｎｃ，ＳＷｎｄ・・・ＳＷｎｗ，
ＳＷｎｘとから構成されている。
【００４３】この実施形態の構成では、サンプリングス
イッチＳＷｐａのソース電極は単独で正極性のビデオバ
スＰ１に接続されることになるため、正極性のビデオバ
スは負極性のビデオバスよりも１本多い構成となる。
【００４４】また、この実施形態の液晶パネルについて
も、表示画面は４分割されている。そして、１分割のエ
リアには、前述した２４本の信号線Ｓ１～Ｓ２４（１ブ
ロック）が並列に３２ブロック配置されている。
【００４５】シフトレジスタ１５０の出力は、信号切り
替え回路２６０を介して２４本の信号線Ｓ１～Ｓ２４に
対応したタイミング信号線ＴＳ１～ＴＳ４に分配され
る。このタイミング信号線ＴＳ１～ＴＳ４は、それぞれ
サンプリングスイッチＳＷｎａ～ＳＷｎｘ，ＳＷｐａ～
ＳＷｐｘを構成するＭＯＳトランジスタのゲート電極に
接続されている。
【００４６】信号切り替え回路２６０には、図示しない
外部駆動回路から極性反転信号Ｖｐｏｌが供給されてお
り、各信号線に出力される映像信号の極性は、極性反転
駆動のために１フレーム毎に切り替えられる。これによ
り、隣接する信号線には正極性の映像信号と負極性の映
像信号が１フレーム毎に交互に出力される。
【００４７】図６は、図５の信号線Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３，
Ｓ４に接続されるサンプリングスイッチの拡大構成図で
ある。
【００４８】サンプリングスイッチＳＷｐａは正極性の
ビデオバスＰ１に接続され、サンプリングスイッチＳＷ
ｐｂ，ＳＷｐｃは正極性のビデオバスＰ２に接続されて
いる。これらのサンプリングスイッチは、ＰｃｈＴＦＴ
からなるアナログスイッチである。またサンプリングス
イッチＳＷｎａ，ＳＷｎｂは負極性のビデオバスＮ１に
接続され、サンプリングスイッチＳＷｎｃ，ＳＷｎｄは
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負極性のビデオバスＮ２に接続されている。これらのサ
ンプリングスイッチは、ＮｃｈＴＦＴからなるアナログ
スイッチである。
【００４９】信号線Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３，Ｓ４には、Ｐｃ
ｈ，Ｎｃｈそれぞれのアナログスイッチがペアになって
並列に配置され、それぞれのドレイン電極４１０が共通
に接続されることにより、極性反転駆動を可能としてい
る。
【００５０】この実施形態ではＶライン反転駆動を行っ
ているとして説明すると、（２Ｎ－１）本目の信号線Ｓ
１，Ｓ３（・・・Ｓ２３）が正極性の時、（２Ｎ）本目
の信号線Ｓ２，Ｓ４（・・・Ｓ２４）は負極性であり、
また信号線Ｓ１，Ｓ３（・・・Ｓ２３）が負極性の時、
信号線Ｓ２，Ｓ４（・・・Ｓ２４）は正極性となる。こ
の極性は１フレーム毎に反転し、フリッカのない映像を
提供している。
【００５１】このペアのアナログスイッチは、１ドット
ピッチ内の幅で構成されなければならない。信号線Ｓ１
にはＰｃｈＴＦＴであるＳＷｐａが、信号線Ｓ２にはＰ
ｃｈＴＦＴであるＳＷｐｂが、また信号線Ｓ３にはＰｃ
ｈＴＦＴであるＳＷｐｃがそれぞれ接続されている。そ
して、ＳＷｐｂ，ＳＷｐｃのソース電極は、共通の正極
性のビデオバスＰ２に接続されている。さらに、信号線
Ｓ１にはＮｃｈＴＦＴであるＳＷｎａが、信号線Ｓ２に
はＮｃｈＴＦＴであるＳＷｎｂがそれぞれ接続されてい
る。そして、ＳＷｎａ，ＳＷｎｂのソース電極は、共通
の負極性のビデオバスＮ１に接続されている。そして、
Ｐｃｈのソース電極４２０におけるコンタクトホール４
２１は、ＳＷｐｂ，ＳＷｐｃで共通化されている。また
Ｎｃｈのソース電極４３０におけるコンタクトホール４
３１は、ＳＷｎａ，ＳＷｎｂ及びＳＷｎｃ，ＳＷｎｄで
それぞれ共通化されている。
【００５２】これによれば、前記ペアのアナログスイッ
チの幅を短縮化することができるため、例えば、約５０
μｍピッチのドットサイズまで額縁サイズの増大するこ
となしに、アナログスイッチを配置することが可能とな
る。
【００５３】図７は、各ビデオバスに供給される映像信
号の配列を示す説明図である。ビデオバスＰ１，Ｐ２・
・・Ｐ１３、Ｎ１，Ｎ２・・・Ｎ１２に供給される映像
信号は、極性反転信号Ｖｐｏｌにより１フレーム毎に極
性反転されている。Ｖライン反転駆動を行った場合、正
極性のビデオバスＰ２は、奇数フレームでは信号線Ｓ３
に映像信号を供給し、偶数フレームでは信号線Ｓ２に映
像信号を供給する。また正極性のビデオバスＰ１は、奇
数フレームのみ信号線Ｓ１に映像信号を供給し、同じく
正極性のビデオバスＰ１３は、奇数フレームのみ信号線
Ｓ２４に映像信号を供給する。一方、負極性のビデオバ
スＮ１は、奇数フレームでは信号線Ｓ２に映像信号を供
給し、偶数フレームでは信号線Ｓ１に映像信号を供給す
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る。ここで、奇数フレームと偶数フレームにおける信号
線の対応関係を入れ替えても、同様にＶライン反転駆動
ができることはいうまでもない。
【００５４】［実施形態４］この実施形態４では、実施
形態３のＴＦＴ－ＬＣＤ（図５）において、サンプリン
グスイッチのＰｃｈ，Ｎｃｈの配置を入れ替えた例につ
いて説明する。
【００５５】図８は、実施形態４に係わるＴＦＴ－ＬＣ
Ｄの回路構成図であり、とくに信号線駆動回路４３０の
回路構成図である。この実施形態においても、８相４分
割駆動の液晶パネルを例に説明する。また、図５の信号
線駆動回路３３０とはサンプリングスイッチの配置や、
タイミング信号線及びビデオバスの接続が異なるが、他
の部分の構成は図５と同じであり、同等部分には同一符
号を付している。
【００５６】図８において、図示しない透明絶縁基板上
には、２４本の信号線Ｓ１～Ｓ２４を１ブロックとし
て、並列に３２ブロックが配置されている（図８では１
ブロックのみを示す）。これら信号線は、同一基板上に
集積化された信号線駆動回路４３０により駆動される。
【００５７】信号線駆動回路４３０は、図示しない外部
駆動回路から供給される水平同期信号ＩＮ１、水平クロ
ック信号ＸＣＬＫ１及びＸＣＬＫ２により駆動されるク
ロックドインバータ型のシフトレジスタ１５０（図８で
は３２段のうちの一部を示す）と、正極性の映像信号が
供給されるビデオバスＰ１～Ｐ１２と、負極性の映像信
号が供給されるビデオバスＮ１～Ｎ１３と、シフトレジ
スタ１５０の出力により制御され、ビデオバスＰ１～Ｐ
１２，Ｎ１～Ｎ１３それぞれに供給される映像信号を信
号線Ｓ１～Ｓ２４に伝達するＰｃｈのサンプリングスイ
ッチＳＷｐａ，ＳＷｐｂ，ＳＷｐｃ，ＳＷｐｄ・・・Ｓ
Ｗｐｗ，ＳＷｐｘ、ＮｃｈのサンプリングスイッチＳＷ
ｎａ，ＳＷｎｂ，ＳＷｎｃ，ＳＷｎｄ・・・ＳＷｎｗ，
ＳＷｎｘとから構成されている。
【００５８】この実施形態の構成では、サンプリングス
イッチＳＷｎｘのソース電極は単独で負極性のビデオバ
スＮ１３に接続されることになるため、負極性のビデオ
バスは正極性のビデオバスよりも１本多い構成となる。
【００５９】また、この実施形態の液晶パネルについて
も、表示画面は４分割されている。そして、１分割のエ
リアには、前述した２４本の信号線Ｓ１～Ｓ２４（１ブ
ロック）が並列に３２ブロック配置されている。
【００６０】シフトレジスタ１５０の出力は、信号切り
替え回路３６０を介して２４本の信号線Ｓ１～Ｓ２４に
対応したタイミング信号線ＴＳ１～ＴＳ４に分配され
る。このタイミング信号線ＴＳ１～ＴＳ４は、それぞれ
サンプリングスイッチＳＷｎａ～ＳＷｎｘ、ＳＷｐａ～
ＳＷｐｘを構成するＭＯＳトランジスタのゲート電極に
接続されている。
【００６１】信号切り替え回路３６０には、図示しない
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外部駆動回路から極性反転信号Ｖｐｏｌが供給されてお
り、各信号線に出力される映像信号の極性は、極性反転
駆動のために１フレーム毎に切り替えられる。これによ
り、隣接する信号線には正極性の映像信号と負極性の映
像信号が１フレーム毎に交互に出力される。
【００６２】図９は、図８の信号線Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３，
Ｓ４に接続されるサンプリングスイッチの拡大構成図で
ある。
【００６３】サンプリングスイッチＳＷｎａは負極性の
ビデオバスＮ１に接続され、サンプリングスイッチＳＷ
ｎｂ，ＳＷｎｃは負極性のビデオバスＮ２に接続されて
いる。これらのサンプリングスイッチは、ＮｃｈＴＦＴ
からなるアナログスイッチである。またサンプリングス
イッチＳＷｐａ，ＳＷｐｂは正極性のビデオバスＰ１に
接続され、サンプリングスイッチＳＷｐｃ，ＳＷｐｄは
正極性のビデオバスＰ２に接続されている。これらのサ
ンプリングスイッチは、ＰｃｈＴＦＴからなるアナログ
スイッチである。
【００６４】信号線Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３，Ｓ４には、Ｐｃ
ｈ，Ｎｃｈそれぞれのアナログスイッチがペアになって
並列に配置され、それぞれのドレイン電極５１０が共通
に接続されることにより、極性反転駆動を可能としてい
る。
【００６５】この実施形態ではＶライン反転駆動を行っ
ているとして説明すると、（２Ｎ－１）本目の信号線Ｓ
１，Ｓ３（・・・Ｓ２３）が正極性の時、（２Ｎ）本目
の信号線Ｓ２，Ｓ４（・・・Ｓ２４）は負極性であり、
また信号線Ｓ１，Ｓ３（・・・Ｓ２３）が負極性の時、
信号線Ｓ２，Ｓ４（・・・Ｓ２４）は正極性となる。こ
の極性は１フレーム毎に反転し、フリッカのない映像を
提供している。
【００６６】このペアのアナログスイッチは、１ドット
ピッチ内の幅で構成されなければならない。信号線Ｓ１
にはＮｃｈＴＦＴであるＳＷｎａが、信号線Ｓ２にはＮ
ｃｈＴＦＴであるＳＷｎｂが、また信号線Ｓ３にはＮｃ
ｈＴＦＴであるＳＷｎｃがそれぞれ接続されている。そ
して、ＳＷｎｂ，ＳＷｎｃのソース電極は、共通の負極
性のビデオバスＮ２に接続されている。また、信号線Ｓ
１にはＰｃｈＴＦＴであるＳＷｐａが、信号線Ｓ２には
ＰｃｈＴＦＴであるＳＷｐｂが接続されている。そし
て、ＳＷｐａ，ＳＷｐｂのソース電極は、共通の正極性
のビデオバスＰ１に接続されている。さらに、Ｎｃｈの
ソース電極５２０におけるコンタクトホール５２１は、
ＳＷｎｂ，ＳＷｎｃで共通化されている。またＰｃｈの
ソース電極５３０におけるコンタクトホール５３１は、
ＳＷｐａ，ＳＷｐｂ及びＳＷｐｃ，ＳＷｐｄでそれぞれ
共通化されている。
【００６７】これによれば、前記ペアのアナログスイッ
チの幅を短縮化することができるため、例えば、約５０
μｍピッチのドットサイズまで額縁サイズを増大するこ
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となしに、アナログスイッチを配置することが可能とな
る。
【００６８】図１０は、各ビデオバスに供給される映像
信号の配列を示す説明図である。ビデオバスＰ１，Ｐ２
・・・Ｐ１２、Ｎ１，Ｎ２・・・Ｎ１３に供給される映
像信号は、極性反転信号Ｖｐｏｌにより１フレーム毎に
極性反転されている。Ｖライン反転駆動を行った場合、
正極性のビデオバスＰ１は、奇数フレームでは信号線Ｓ
１に映像信号を供給し、偶数フレームでは信号線Ｓ２に
映像信号を供給する。一方、負極性のビデオバスＮ２
は、奇数フレームでは信号線Ｓ３に映像信号を供給し、
偶数フレームでは信号線Ｓ２に映像信号を供給する。同
じく負極性のビデオバスＮ１は、偶数フレームのみ信号
線Ｓ１に、また負極性のビデオバスＮ１３は、奇数フレ
ームのみＳ２４に映像信号を供給する。ここで、奇数フ
レームと偶数フレームにおける信号線の対応関係を入れ
替えても、同様にＶライン反転駆動できることはいうま
でもない。
【００６９】上述した実施形態１～４においては、トラ
ンスミッションゲートのドレイン側のコンタクトホール
を共通化するようにしてもよい。
【００７０】またトランスミッションゲートのドレイン
側のコンタクトホールと、ソース側のコンタクトホール
をともに共通化するようにしてもよい。この場合は、従
来構造のトランスミッションゲートに比べてさらに横幅
を小さくすることができる。
【００７１】
【発明の効果】以上説明したように、この発明に係わる
液晶表示装置においては、電気的に同電位となるＮ型薄
膜トランジスタのドレイン領域又はソース領域と、Ｐ型
薄膜トランジスタのドレイン領域又はソース領域のコン
タクトホールを共通化したので、従来構造の薄膜トラン
ジスタからなるＣＭＯＳ回路で前記素子を構成した場合
に比べて、より狭い画素ピッチでも素子を並列に配置す
ることができる。これによれば、画素ピッチが前記素子
を並列に配置可能な範囲であれば回路規模を小さくする
ことができるため、とくにＳ／Ｈ型駆動回路内蔵の液晶
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表示装置とした場合には、簡単な構成で額縁部の面積を
小さくすることができる。
【００７２】また、従来と同一の製造プロセスで透明絶
縁基板上に形成することができるため、薄膜トランジス
タのＬ長を短くしたり、コンタクトサイズを小さくする
手法のように製造工程の追加や変更などが不要となり、
生産性の低下やコスト増を招くことがない。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施形態１に係わるＴＦＴ－ＬＣＤの回路構成
図。
【図２】図１に示すサンプリングスイッチの拡大構成
図。
【図３】図２の各ビデオバスに供給される映像信号の配
列を示す説明図。
【図４】実施形態２におけるサンプリングスイッチの拡
大構成図。
【図５】実施形態３に係わるＴＦＴ－ＬＣＤの回路構成
図。
【図６】図５に示すサンプリングスイッチの拡大構成
図。
【図７】図６の各ビデオバスに供給される映像信号の配
列を示す説明図。
【図８】実施形態４に係わるＴＦＴ－ＬＣＤの回路構成
図。
【図９】図８に示すサンプリングスイッチの拡大構成
図。
【図１０】図９の各ビデオバスに供給される映像信号の
配列を示す説明図。
【図１１】一般的なＳ／Ｈ型駆動回路内蔵のＴＦＴ－Ｌ
ＣＤの回路構成図。
【符号の説明】
１１０…表示部、１１１…信号線、１１２…走査線
１１３…薄膜トランジスタ、１１４…画素電極、１１５
…対向電極
１２０…走査線駆動回路、１３０…信号線駆動回路、１
４０…額縁部
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【図７】

【図８】

【図１０】



(13) 特開２００１－２４２４８７

【図９】

【図１１】

  
─────────────────────────────────────────────────────
フロントページの続き
  
Ｆターム(参考） 2H092 GA29 GA59 JA24 JB22 JB31
                      JB61 NA25 PA06 
                2H093 NA16 NA31 NC09 NC11 NC16
                      NC27 NC34 ND42 ND52 NE07
                5C094 AA43 AA44 AA45 BA03 BA43
                      CA19 DA09 EA05 EB02 HA08
                5F110 AA04 AA30 BB02 DD01 HL14
                      HM19 NN72 NN78 



专利名称(译) 液晶表示装置

公开(公告)号 JP2001242487A 公开(公告)日 2001-09-07

申请号 JP2000053914 申请日 2000-02-29

[标]申请(专利权)人(译) 株式会社东芝

申请(专利权)人(译) 东芝公司

[标]发明人 宮武正樹

发明人 宮武 正樹

IPC分类号 G02F1/136 G02F1/133 G02F1/1368 G09F9/30 H01L29/786

FI分类号 G02F1/133.550 G09F9/30.338 G02F1/136.500 H01L29/78.612.B G02F1/1368

F-TERM分类号 2H092/GA29 2H092/GA59 2H092/JA24 2H092/JB22 2H092/JB31 2H092/JB61 2H092/NA25 2H092
/PA06 2H093/NA16 2H093/NA31 2H093/NC09 2H093/NC11 2H093/NC16 2H093/NC27 2H093/NC34 
2H093/ND42 2H093/ND52 2H093/NE07 5C094/AA43 5C094/AA44 5C094/AA45 5C094/BA03 5C094
/BA43 5C094/CA19 5C094/DA09 5C094/EA05 5C094/EB02 5C094/HA08 5F110/AA04 5F110/AA30 
5F110/BB02 5F110/DD01 5F110/HL14 5F110/HM19 5F110/NN72 5F110/NN78 2H192/AA24 2H192
/AA32 2H192/DA01 2H192/FA39 2H192/FB06 2H192/GD61 2H193/ZA04

其他公开文献 JP4413361B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：在不增加或改变制造工艺的情况下减小液晶显示装置的外
围驱动电路的电路规模。 信号线S1连接到作为PchTFT的SWch，信号线
S2连接到作为PchTFT的SWpb，并且SWpa和SWpb的源极连接到公共
正视频总线P1。 已经完成了。 此时，Pch源极220中的接触孔221被
SWpa和SWpb共用。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/96a2965e-9e46-4a49-9e67-0d2e5574ff49
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/018575240/publication/JP2001242487A?q=JP2001242487A

